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第６章　族長物語
  　　　創世記-２-
　　　
　聖書にでてくる歴史上の人物はアブラハ
ムからはじまる。彼は70歳にして生まれ育
った故郷カルディアのウルを旅立ち、エジ
プトに移動した後、約束の地・今のイスラ
エルにたどり着いた。右の地図はアブラハ
ムの旅路を示している。本章では３人の族
長アブラハム、ヤコブ、ヨセフの物語を見
よう。
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アブラハム物語
  主はアブラムに言われた。「あなたは生まれ故郷父の家を離れてわたしが示
す地に行きなさい。 わたしはあなたを大いなる国民にしあなたを祝福し、あな
たの名を高める。祝福の源となるように。・・」 アブラムは、主の言葉に従っ
て旅立った。（創世記12;1-4）※アブラムという名前は創世記17:5以降「アブ
ラハム」（多くの国民の父」)となる。

　アブラハムは古代都市カルデヤのウルで生まれた。右上の地図によ
ると現在のイラク近郊にあたる。70歳になったとき、神が示す「約束
の地」に旅立つようにとの声を聞いた。彼は生まれ故郷、父の家を離
れ、神が示す地にむかって旅立った。アブラハムの旅立ちは後の人の
信仰の模範とされ語り継がれてきた。新約聖書はアブラハムについて
81回言及している。ヘブライ信徒への手紙7:8には次のように記され
ている「信仰によって、アブラハムは、自分が財産として受け継ぐこ
とになる土地に出て行くように召し出されると、これに服従し、行き

ア



65 第6章　族長物語 創世記-２-　

先も知らずに出発したのです。」　
　アブラハムは生まれ育った血縁・地縁を離れて、旅立つと共に自立
的に生きる人間像をあらわしている。貧困や戦争、迫害などの理由で
住み慣れた町を離れる人は多い。20世紀は難民の世紀といわれた。故
郷を離れる悲しみ、将来の不安を覚える人たちは、アブラハムの物語
によって励ましを受け、アブラハムの旅を描き続けてきた。
　右図はシャガールが描いた「旅人
をもてなすアブラハム」の絵である。
旅人をもてなすと貴重な情報を得る
ことができる。３人の天使はアブラ
ハムに待望の子どもの誕生を告げた。
（18;2）シャガール自身生まれそだっ
たロシアのヴィテヴスクの町を焼き
だされ、アメリカに移住し、またフ
ランスで描き続けた。その絵の多くに故郷の思い出が埋め込まれてい
る。この絵の右上にも故郷が埋め込まれている。

ヤコブ物語

　ヤコブは双子の兄弟の弟として生まれた。彼は兄エサウから相続権
をだましとった。このことが原因で、彼は故郷を追われ、おじいさん
にあたるアブラハムの生まれ故郷の親族の家に身を寄せた。ヤコブは
そこで財を成し20年を経て帰還する。ヤコブはイスラエルと改名し、
ヤコブから生まれた12人の子が、連合して「イスラエル」の国となる。
現在のイスラエル共和国という名前はこの物語から取られている。な
お「イスラエル」は民族名、国名であり、「ユダヤ人」は人種名をあら
わす。

ヨセフ物語

　創世記の最後、また族長物語の最後はヨセフ物語である。ヨセフの
物語は次に続く「出エジプト記」の前史をなしている。すなわち、400

旅人をもてなすアブラハム・シャガール
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年もの長きにわたってエジプトの奴隷になった経緯を説明している。
　ヨセフは12人兄弟の11番目に生まれた。そのために父の偏愛を受

ねた

けて育つが、それは逆に兄弟の妬みを買い、エジプトの奴隷に売られ
ぎゃっきょう

てしまった。しかし、彼はこの逆境を賢く生きた。ある日、王が見た
夢を解く者がなく、ヨセフが夢解きをすることになった。王がみた夢
は次のようであった。ナイル川の川原で太った７頭の牛が草を食べて
いた。その後やせた７頭の牛がきて、先にいた太った牛を呑みつくし
てしまった。王はこの夢を見て不安をいだいた。
　ヨセフは、エジプトに７年の豊作のときがくる。その後、７年間の
ききん たくわ

飢饉が訪れると解いた。さらに、豊作のときに、食料を蓄えて、後に
ききん

続く飢饉に備えるように。全国に食糧備蓄倉庫をつくるようにという
ばっ

農業政策を提案した。この提案は王の心を動かして、彼は大臣に抜て
きされ、彼の政策はエジプトを飢饉から救った。それだけでなく、他
国に対して優位に立つ強国となった。周辺諸国が世界的な飢饉に苦し

こ

んだとき、エジプトに食糧を乞う人々の中に兄弟達の姿があった。
　一族はヨセフのおかげで救われたのである。そして一族70人がエジ
プトに移住した。この子孫が400年という時のあいだに奴隷化した。

すぐ

　ヨセフ物語は聖書の中で優れて文学性をもつ作品である。古代中近
東の知恵文学との関連が指摘されている。それは今のべた夢解きにも
あられている。ヨセフ物語は「夢」をキーワードとして展開する。す
なわち、夢を通して神の御心があらわされる。しかし、人間には神の
心を解き明かす知恵が必要である。知恵はここで経験の言葉であると
共に信仰のことばでもあり、それは神の言葉に限りなく近い位置を
もっている。


